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主点をおき，その概要を報告する．
　　　　　　　　　ま　え　が　き

　　　　　　　　　　　　　　ちプヨごり
　島前は主に西ノ島，中ノ島，知夫里島の3つの島か

らな～），環日本海アルカリ岩石区のなかでも，多様の

アルカリ火山岩類（アルカリかんらん石玄武岩，粗面

岩，トリスタナイト，アルカリ流紋岩，粗面玄武岩，

粗面安山岩など）が分布する火山島であることは，これ

までの研究（KOZU，1913；下間，1928；千葉，1975；金

子ほか，1983）で知られている．とくに，千葉（1975）

は島前を構成する地層・岩体を詳細に調査し，地質学

的に鮮新世の島前火山のカルデラの形成やアルカリ火

山活動史を総括している．
　　　　　　　　　　　　　　　　　たくひ
　島前の基盤の第三紀層は，西ノ島の焼火山（451．7m）

北麓一帯に分布している．また，知夫里島の薄毛海岸

付近にもわずかに露出している．下間（1928）は，既

に島前に分布する第三紀層を下部（凝灰岩，頁岩と凝

灰角礫岩互層）と上部（厚い緻密な凝灰質砂岩）の2

層に区分した．千葉（1975）も下部層，上部層に区分

し概括的に述べている．島根大学でも，昭和38年度卒

論研究として布野誠三が西ノ島の地質，有松　信が中

ノ島・知夫里島の地質をそれぞれ調査し，西ノ島に分

布する第三紀層を西ノ島層（布野，1963）と，知夫里

島薄毛海岸と南方にある島津島北海岸の一部分に分布
　　　　　　　ち　ぶ
する第三紀層を知夫層（有松，1963）と命名している．

しかし，地質図ではいずれも第三紀層として一色に一

括されている．筆者らの1人苗村は，昭和56年度卒論

研究として西ノ島に分布する新第三系の層序を主題と
　　　　　　　　　み　た　　　　　　　いちべ
して調査を行ない，美田累層，市部層と命名区分した

（苗村，1982）．

　　　　　　は　し
　本稿では，波止南方の海岸にわずかながら露出して

いる湖沼成堆積相の検討も含めて，新第三系の層序に
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　島前中央の西ノ島の半島部地域に分布する岩層は，

基盤の第三紀層，これを貫く石英閃長岩の貫入岩体，ア

ルカリ流紋岩・粗面岩・粗面玄武岩などの岩脈と，こ

れらをおおう鮮新世島前火山の粗面玄武岩熔岩，中央

火口丘（千葉，1975）の焼火山ガラス質粗面岩熔岩で

ある（第1図）．

　この地域の新第三系は，いわゆるグリーンタフを主

とした火山砕屑岩類や砂岩，頁岩からなり，焼火山の

北麓一帯より小向～別府にかけて分布している．岩相

層序により下位から美田累層，市部層に区分され，両

者の関係は不整合である（第1表）．

1．美田累層（Mita　formation）

　本層は西ノ島に分布する新第三系の大半を占め，主

に淡緑色を呈する石英安山岩質凝灰岩～凝灰角礫岩互

層，凝灰質細粒～粗粒砂岩，頁岩の互層などからなる．

〔模式地〕、　美田ダム～美田林道および別府～大山間

の道路，大山海岸付近

〔分布および層厚〕、　本属は，大山地区で走向・傾斜

Nlo。～20。E・10～20。E，美田～別府間でN60～70。W・

10～20。N，市部付近でN40～60。W・35～45。SWを示

し，焼火山北麓付近を中心に全体的にドーム構造状に

分布している．本層の下限は不明で，全層厚は約600

m以上である．

〔岩相〕、　本層は各地域毎（東部，美田，北部地域）

の岩層，層序からみると，上部と下部に区分される

（第2図）．

　下部層は緑色～淡緑色を呈する石英安山岩質凝灰岩，

火山礫凝灰岩，凝灰角礫岩の級化互層からなり，しば

しば頁岩の薄層を挾在する．この地域の最下部は凝灰

質砂岩で，下限は不明である．級化火山砕屑岩層は，

一般に変質がすすみ緑泥石化している．これにはさま
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第1表　島前西ノ島の中新世層序

時代 地層名 岩　相
層厚
im）

中
新
世
後
期

　　二・

E：●

P9：△flダ

2
7
5
　
十

新
　
　
第
　
　
三
　
　
紀

、

塊状砂質泥岩

D色細粒～中粒

@砂岩

ﾜ細礫細粒砂岩

��ﾅ岩一

ﾃ灰質砂岩頁岩

@凝灰岩互層

ﾃ灰質砂岩勝ち

@砂岩頁岩互層

ﾅ岩凝灰岩勝ち

@砂岩頁岩互層

．　■　。■　●　●●　●　●　　●

………i’．．…’．

一
市
部
層
美
田
累
層

謬畑：繊λ

ぢ瀦繕
懸乏鯉儀：」：特▽N

3
5
0
　
◇

7A・．ア、、・1：イ
F≧：脅’凝をき、ノ：へ、でバふ

・羅覇巽裾

●　●　■　　　●　●　●　●　●　■　．

中
新
世
前
期

熱●r・●

、　覧’

：｝劉．、・乏●：｛・噴

鰍・：」・・華

、　　　　　　　’　　　」2

醐i識●●

i認濃蟹
隆ピ鎖総

石英安山岩質凝灰岩

@～凝灰角礫岩互層

ﾎ英安山岩質火山礫

@凝灰岩～凝灰質

@砂岩

ﾅ岩凝灰岩凝灰質

@　　　　　　砂岩
@級化互層

2
5
0
　
十蔵談癌三

鮫：孟：㌶乱　　・くざ・卜撒隻腕葦

：難畿盈

：“・・霧・聴・・

壇鎚鷹、獲

れる凝灰質砂岩や頁岩層から，漂流木（大部分珪化木）

や植物化石を産出する．植物化石は破片の部分が多く，

同定は不可能であった．しかし千葉（1975）は彫熈s

sp．，E9窃sθ施m　sp．，　Ul肌πs　sp．，　ノ4Zαη9彪競sp・，cf・，

、4．aεg襯Zヴol血盟（GoEPPERT）KRYsHT．et　BoRsuK

の植物化石の発見を報告している．また，凝灰質砂岩，

頁岩互層は，しばしば礫岩の薄層をはさみ，礫岩は亜

円礫～円礫の淘汰のよいgranule～pebbleのものが多

く，礫種は石英安山岩，流紋岩の本質礫などからなる．

上部層は，凝灰質砂岩，凝灰岩，頁岩の互層で，本層

中よりWvゆα盟8などの淡水性巻貝や二枚貝を多産し・

また植物化石も産出する．淡水性貝類化石は，ほとん

ど印象化石で，ある層準に密集して産し，Wvゆα惚s

のみを産出する層準とWvゆα撒s．二枚貝化石の両方

を産出する層準が見られる．そして最上位に，黒灰色

の比較的塊状無層班の泥岩・砂岩互層が分布するが，

この地層から化石は産出されていない．

〔対比〕　本層は淡水性のW幅pα惚s，植物化石や岩
　　　　　　　　　　こおり
相の特徴から，島後の郡累層，島根半島の古浦層に対

比され，中新世前期台島階に相当する．

2．市部層　（1chibeformation）

　本層は灰色～黒灰色を呈し，斜交葉理の発達する淘

汰のよい細粒～中粒砂岩を主岩相とし，上部に砂質泥

岩の薄層を挟在する．本属の特徴は海水棲軟体動物化

石を産する海成層で，美田累層とは不整合である．

〔模式地〕　市部南西のシーサイドホテル裏の露頭

〔分布および層厚〕　本層の分布は市部南西部に限ら

れており，その西側を粗面岩岩脈に，東側を断層によ

って画されている．全層厚は270m以上である．

〔岩相〕　本層は灰色～黒灰色を呈するが，一般に風

化により灰褐色～黄褐色を示し塊状に割れることが多

い．いずれも淘汰のよい細粒～中粒砂岩かP）なり，し

ばしば凝灰質細礫岩を挟在している．また，斜交葉理

が発達しており，海棲軟体動物化石および植物化石が

同層の下部全体にわたり確認され，層準により化石種

の差異が見られる．保存状態は，そのほとんどが印象

化石であり，新鮮な部分でも殻が方解石化している．

これらの層準の上位には，化石に乏しい砂質泥岩があ

り，わずかながら植物片を含む程度で固結度も悪い．

一方，最下位では細礫を含む砂岩層が見られ，ここで

も海棲貝化石を産出している．

〔化石〕　本層から産出した貝化石は，これまで島根

大学卒論（布野，1963；村山，1979）の資料を含め

て，下間（1928），千葉（1975）の報告がある．上記

文献による貝化石を記すと，下間（1928）は．Pθc伽

sp・・y・ldδαsp・，Tθll玩αsp．，Cα池㍑m（Sθ吻θs）

sp．，Solε孟θllガηαsp．，布野（1963）はClδηocα7d施用

　shδηブδeη8θYOKOYAMA，L膨。碗α㎜sp．，〃ψ97θωガη8配

　MAKIYAMA，Mαco肌αP7αθ孟θ」oむ8MARTENS，Mαco肌α

　oP翻vα（YOKOYAMA），Coηcんocθ1θbi　secta　CoNRAD
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　Mα79απ孟θ8θ08HIRAYAMA，Pα孟ぎηoPθc渉θη』yθ8soθ船どs，

Pα孟どηoPθc孟θηθ97e“麗，・4cθ7sp．，Pcθ70cα79αsp．，（以
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海水榑貝類化石

淡水棲貝類化石

植物化石
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上の布野の採取化石は故西出省三先生鑑定），千葉

（1975）はし㍑c漉omααc財琵1彪θα地肌（CoNRAD），Pαηopθ

ηo勉％7αθKAMAD入，Pα加ηopec詑ηsp．，村山（1979）

はMαc・肌αsp・，＄c餓αs孟θ7sp・・Tんツα8面汚・肋ηα8αぎ

をそれぞれ報告している．しかし，いずれも産出層準

および具体的産地については不明である．

　筆者らの1人苗村は，本層から下記の貝化石を新た

に発見し，化石産地について記載している（苗村，
1982）ゾ

、4cぎ1αsp．
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第3図　市部層の主な貝化石産出地ルート

丁解丁ぢ孟θllα8αどs舵θη8Zs（YOKOYAMA）

B2zccぬ包観cf「．m琵s財8αηoθπ8θSHIBATA

　本層から産出する化石は，産出層準によって化石種

の組合せに変化が見られる傾向にある（第3図）．Loc．

1では灰褐色を呈する細粒砂岩よりSαccθllαsp．の密

集層が見られる．Loc．2は市部層の模式地で化石の産

出が最も多い．一般に黄灰色～黄褐色を呈するが，新

鮮な部分は灰色～灰黒色で，斜交葉理の発達した細

粒～中粒砂岩よりなる．ほぼ全層から化石を産出し，

Cl彪ocα冠彪m　sh彪ガθπsθ（YOKOYAMA），Pαオ漉oPθc孟θη

孟。た％ηαgαガ（YOKOYAMA），L％c顔07ηaαc就記彪α施飢

（CoNRAD），丁妙αs〃α孟。ん槻α9αぎ（YoKoYAMA），PαπoPθ

ブαP・痂。α（A．ADAMs）が多く見られる．Loc・3では，

露頭の下部でMαc・mαsp．およびTθIZ融sp．が多く，

上部の層準になると丁妙αs面汚。κπηαgαε（YOKOYAMA），

Pα孟碗oPθc孟θηsp　C♂ぢηocα冠彪？ηshばηダδθ鰐θ（YOKoYAMA）

を多産する．Loc．4では，灰褐色塊状の細粒砂岩で

Tθ1伽αsp．，CαllZs孟αsp．，魚cc磁msp．，湾。ぬsp・

などが多く，Pθc詑ηはほとんど産出しない．

〔対比〕　本層は20属以一上産出する海棲化石群集から，

島後の都万累層の釜谷砂岩層，島根半島の古江層，松

江南部の布志名層に対比され，中新世後期船川階に相

当するものと思われる．

3．湖成堆積層
　　は　し
　波止南方約500mの海岸線に沿い，層理のよく発達

した砂質凝灰岩，凝灰質細粒砂岩，泥岩の互層堆積層

が，海水面より最高10mほどまで，わずかながら露出

している．この堆積層は，焼火山ガラス質粗面岩熔岩

同質火砕岩類に被覆されている．

　　この堆積層の特徴は，灰緑色を呈し，縞目状の薄葉

理の著しい湖成堆積相特有の岩相を示していることで，

convolutionの微褶曲，微断層も観察される（第4図）．

第4図　湖成堆積層（波止南方500mの露頭）
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岩相的にみて，本層は東北地方脊梁地域の火山性陥没

湖盆に堆積した，薄い成層縞目の顕著な湖成堆積相（例

えば中新世後期の三途川層（加藤・島田，1953）や，

鮮新～更新世の鬼首湖成層（島田，1955）など）に非

常によく似ている．

　波止南方の本層は，分布が極めて少いが，特徴的な

湖成堆積相の岩相をしていること，被覆する中央火口

丘の焼火山ガラス質粗面岩質凝灰角礫岩中に，変形し

た角礫状ブロックとして薄葉理互層相ごと含まれてい

ることより，前述の美田累層，市部層とは異なり，島

前火山のカルデラ（千葉，1975）により陥没形成した

“カルデラ湖”に堆積した鮮新世の湖成堆積層と推定さ

れる．

　島前火山のこめカルデラを，松本（1983）の提唱し

た「島後カルデラ」に対応して「島前カルデラ」と呼

称することにする．

　謝辞：　本稿を草するにあたと），本学の大久保雅弘

教授から島前の地質調査や隠岐の中新統の問題，貝化

石の同定について御教示をいただいた．また，本学を

卒業し現在広島大学大学院の都留俊之氏，新潟大学大

学院の鳥居直也氏から適切な御討論をいただいた．以

上の方々に厚く御礼申し上げる．
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